
全国高圧ガス容器検査協会青年部会 活動報告 
 
ＬＰガス国際セミナー2021 及びアジアＬＰガスフォーラム 2021ＷＥＢ視聴 
 
日 時：２０２１年３月２日（火）～３日（水）配信 
 
本年はオンラインで開催されるＬＰガス国際セミナー2021 及びアジアＬＰガスフォーラ

ム 2021 を部会員に案内し各自の都合に合わせて視聴していただきました。 
また青年部会として下記の項目についてアンケートを行い、参加者から回答をいただき

ましたので抜粋して報告致します。なおセミナーの内容に対する質問や意見は各自で直接

行っていただくように致しました。 
 
①今回のセミナーで気になった内容は何でしたか。 
②容器再検査事業または御社にとって参考になる内容は何でしたか。 
③今回のセミナーを視聴されての感想をお聞かせください。 
④今後の青年部会の活動に対してご希望やご意見をお聞かせください。 

 
昨年からの新型コロナウイルス感染症の影響は当初に想像していたよりも遥かに大きく、

また長く続き当青年部会の活動のみならず（一社）全国高圧ガス容器検査協会自体の活動に

も大きな制限が発生しています。更にはコロナ禍のみならず脱炭素の流れは日本国内でも

大きくなり、容器検査事業者にとって大きな関わりを持つＬＰガス業界の今後についても

深く考える時期が来ております。 
このような中、青年部会として僅かでも有意義な機会・情報を部会員に提供・発信するこ

とが容器検査事業者の行く末に影響するとの認識で、今後の活動に取り組んで参ります。 
 

全国高圧ガス容器検査協会青年部会 
部会長  山田 拓也 

 

   



全国高圧ガス容器検査協会青年部会 
ＬＰガス国際セミナー2021 及びアジアＬＰガスフォーラム 2021 
ＷＥＢ視聴に関するアンケートへの回答 
 
今回のセミナーで気になった内容は何でしたか。 
●既に日本国内での LPG シリンダーの需要・LPG 消費量などの増加に期待できなくな

ってきている中、発展後進国では LPG の消費量はどんどん増加しており、今後期待でき

る市場であり、セミナー参加事業者に参入を推奨しているようにも受け取れる内容であ

ったが、それら後進国でのシリンダー検査・販売・使用などの法律に関して述べているス

ピーカーがいない事に、違和感を覚え始めました。。 
●資源エネルギー庁の中でオートガスが 36.7％と大幅減について、なぜ減になったのか

資源エネルギー庁は理解しているのか？気になった。 
●サウジアラムコ社が、原油産出国として油ではなく次世代のエネルギーのアンモニア

を作り出して出荷を始めているのが脱化石燃料による油の出荷減を見越してだと思うの

で今後出荷量がどのように変化していくのかと製造方法がどの方法なのか気になった。 
●インドオートLPG協会のガソリンや軽油との価格設定でオートガスが半分になるよう

に努力していると言っていたが、日本はその辺りがどうなっているのか気になった。 
●広東油気商会の PDH による LPG が原材料として輸入量が増えているとのことで、プ

ロピレンを輸入するよりも LPG から作り出す方が安いのかな？ということと PDH で分

離させられた H2 は回収可能なのか？が気になった。 
●イスラ LPG 社の発表で、違法な充塡があるとのことでやっと法整備が進み悪徳業者の

取り締まり強化をするとのことでしたが、容器再検査はどのようになっているのか気に

なった。 
 
容器再検査事業または御社にとって参考になる内容は何でしたか。 
●やはりアンモニアが段々と活発化してきているのかなと言うのが参考になった。 
●インドのように日本のオートガス業界ももっと国を巻き込んでやっていかないと今の

状態が続くようだと難しいなと思った。 
●イスラ LPG 社のように普及に伴って、違法行為が増えてくるのはどこの国も同じだな

と思うと同時にそのタイミングで日本の容器再検査が採用されるような取り組みが出来

ると面白いなと思った。 
●サイサン様の海外業者と提携する際の条件が参考になった。 

 
今回のセミナーを視聴されての感想をお聞かせください。 
●色々な国や会社の表現により、世界での LPG の可能性やカーボンフリーの為に、新し

いエネルギーの事を聞く事ができ、今後とも LPG 又はエネルギー情勢を今後とも知って



いく必要があると考えました。 
●検査会社経営者であって、LPG 関連で海外進出を果たしたいと明確でなくとも考えた

ことがある方が何名いらっしゃるのか気になりました。 
●無料でこれだけの情報を知ることができるのはすごくありがたい。 
●容器再検査や容器製造などもカテゴリーとして設けてもらえるとありがたい。 
●国内の LP ガス関連事業者様が海外進出されるに伴い、日本の容器検査事業者も海外で

の展開に積極的に取り組むべきだと思った。 
 
今後の青年部会の活動に対してご希望やご意見をお聞かせください。 
●またこのような日本国内だけでなく、様々な情報を聞けるチャンスがあれば案内して

頂きたいです。ありがとうございました！ 
 


